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保坂紀夫展

201:1年

10月19日(土)～27H(H)AM8:30～PM9:30堡鮑日ﾛm5:00まで

会場･甲府市役所-階(市Ｍブラザ一市民活動索･エントランス)入場無料

主催|文化庁・山梨県・山梨県教育委員会‘第2日回国民文化祭山梨県実行委員会

　　　甲府市・甲府市教育委員会・第2日回国民文化祭甲府市実行委員会
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保坂紀夫展

吟ﾇ:･-

2013年

1兪ヽ

竹林のレナィシップ

１０月１９日(土)～２７日(日)AMa:30～pM9:30佃鰐口pm5:oczで

会場･甲府市役所1階(市民プラザ･市民活動室･ｴﾝﾄﾗﾝｽ)入場無料

間合廿先

　第２日回国民文化祭甲府市実行委員会事務局

　〒400一日5SS山梨県甲府市丸の内1-1日-I　TELC55-223･ﾌ332

●保坂紀夫プロフィール

1940年山梨県生まれ

武蔵野美術大学､工芸工業デザイン科挙

.L業デザイナー(15年)から竹のアーチストヘ転身

個展､国内501111以ﾄ.､海外での展示､活動も多数

竹をファィンアートの新素材として発表や活動を続ける

IU本

甲府駅

il¬-r-･ ・S

I111

1995年東京芸術大学で口本初の竹のアート授業を行う　|||-l･

作品は､美術教科書に掲載､皇室献上作品にも選定される

2006年保坂紀夫｢竹の造形美術館｣開設〔八ケ岳南麓〕

●出|翫｢変幻の竹｣1999年穴耀社

●武蔵野美術大学特別講師､愛知芸術大学非常勤講師

差出Å・〒４００-○ｏａ５山梨県甲府’

ｉ

｜

｜

序

ｙ小目

｜

-･－･･
↑‥

　　町|･･III:ぷt・

●から泌いて5分・車場１４Ｃ一

保坂紀夫
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